
【概要】
ⅰ 地域で市民を支援する人や団体の相談対応力の向上のため、多くの事例の模擬体験ができる「福祉ＳＯＳゲーム」を作製しました。
ⅱ 本ゲームは、支援者等が、福祉課題や社会資源について知り、適切な専門機関につなぐという流れを育むものです。
ⅲ 作成に当たっては、文教大学と協働で作業を行いました。
ⅳ ＳＯＳは、「Ｓ：社会資源」、「Ｏ：お悩み」、「Ｓ：相談」の頭文字。同時に草加の「Ｓ」でもあります。

○ 近年、地域の福祉課題が多様化・複雑化しており、それらの課
題を行政のみで解決するには限界があり、地域住民同士で支え
あう仕組みの構築が必要となっています。

○ 本ゲームは、地域住民のみで、全ての福祉課題を解決するので
はなく、福祉課題や社会資源について知り、専門性の高い福祉課
題については、適切な専門機関につなぐという流れを育むものです。

福祉ＳＯＳゲームの趣旨 名称
ＳＯＳは一般的に「助けてほしい。」という意思表示を行う際に用いられま
す。地域の人の「助けてほしい。」という声に気付くため、「助けてほしい。」とい
う声に答えるため、このゲームを通じて、福祉課題を学び、社会資源を学んで
行こうという思いも込め、「ＳＯＳゲーム」としました。

展開
様々な研修会、講座などで活用を図り、地域福祉の担い手のすそ野を広
げるとともに、市民、地域、専門機関、行政が連携する地域福祉のネット
ワークづくりを推進していく予定です。
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【実施方法】

本ゲームは、相談事例の書かれたカード（ケースカード）を、仮想の地図（マップ）上のどの社会資源につなげるかを参加者が話し合い、多
種多様な事例に触れられること、グループ内で話し合いができることが特徴です。



■ ケースカード【縦91㎜、横133㎜（Ａ4を4分割程度）の厚紙】 ■ マップ【横1066.8㎜、縦1519.6㎜の模造紙】

誰からの相談か、問題となっている
世帯の世帯構成、相談内容が書か
れています。
カードごとに内容は様々。

一般的な社会資源（施設、サー
ビス、人など）が書かれています。
不足する場合、自身が知っている
社会資源を書き込んでいくことも可。
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